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元気になれるステージへ
－中心市街地活性化の取り組み－

中学生と小学生に大人も加わり
約４００人が参加して
「ふじ」と「国光」を収穫
楽しく交流しながら作業した

りんご並木の収穫作業（１１月２５日）

1.11.1
No.940●毎月1日・15日発行

2012（平成24年）



［広報いいだ］2012.1.1 2



2012.1.1［広報いいだ］3



［広報いいだ］2012.1.1 4



2012.1.1［広報いいだ］5



激励に応える選手たち

サッカーの始球式を行う １２月４日中郷地区

時計づくりに挑戦する子どもたち

１１月２６日、オープニングセレモニーを行いました。

天竜川河川敷に整備された広場は、サッカーコート

大人用１面と子ども用２面がとれる広さです。

ご利用の申し込みは、市体育協会（内線５８６１）まで。

１２月１日の南信濃仲立の正一位稲荷神社をスター

トに、１５日まで９神社で行われます。正一位稲荷神社

では、浜井場小学校の生徒が笛を吹きまつりを盛り

あげました。

１１月２６日、青年技能者が競い合う

技能五輪全国大会に出場される選手

の激励会を飯伊地域地場産業振興セ

ンターで行いました。今年の大会は、１２

月に静岡市を会場にして行われます。

来年は、この大会が長野県を会場に

開催されます。大会開催１年前イベン

トを飯伊地域地場産業振興センター、

飯田技術専門校の２会場で開催しま

した。参加者は、飯伊の技術者の匠の

技、職人芸を身近で見たり体験しまし

た。

未来を拓く技能に期待

川路多目的広場オープン
スポーツ交流の拠点へ

霜月まつり
万物再生・地域平穏を願う

ものづくり技能フェスタ
第４９回技能五輪全国大会激励会

ひら

しょう いいち
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タヒチアンダンスで交流

褒賞を受けられた皆さん

中学生人権作文コンテスト最優秀作品の朗読

１１月２３日、飯田勤労者福祉センターで技能勤労者褒賞
式典を行い、２４人の方が表彰されました。これは、３５年
以上専業の職に就かれ技術の向上、業界の発展、後継者
の育成などに功績を残された方を褒賞するものです。
式典とあわせて、勤労者まつりが行われ多くの人で賑
わいました。

ペーパークラフトで紙のまちを作る親子

１２月４日、鼎文化センターで人権ネット

ワークｉｎいいだを開催しました。

川路小学校金管バンドの演奏や人権

の花運動参加校への感謝状贈呈、人権

作文コンテストの表彰、作家で真言宗僧

侶の家田荘子さんの講演を行いました。

１１月２７日、飯伊地域地場産業振興セ

ンターで飯田国際交流の夕べを開催しま

した。ダンスや歌の発表、各国の食文化

の試食などで楽しみました。

勤労を尊び感謝する

認め合い絆を深める
飯田国際交流の夕べ

第３２回技能勤労者褒賞式典
第１４回勤労者まつり

人権ネットワークｉｎいいだ
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市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

84

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
大
学
機
能
の
「
ク
ラ
ウ
ド
化
」

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
１１
月
２９

日
号
に
、
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
取

り
組
み
が
日
本
政
策
投
資
銀

行
調
査
役
の
永
井
伸
さ
ん
に

よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

彼
は
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
を
「
飯

田
市
に
と
っ
て
は
必
要
に
応

じ
て
必
要
な
知
見
を
取
り
出

せ
る
仕
組
み
」で「
い
わ
ば
、大

学
機
能
の
ク
ラ
ウ
ド
化
」
と

捉
え
て
い
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
世
界
で

言
う
「
ク
ラ
ウ
ド
（
雲
）
」
と

は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
イ
メ
ー
ジ
図
」
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
雲
の
図
で
表
す
場

合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
経
由
で
提
供
す
る
形
態
を

指
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
学

輪
I
I
D
A
で
は
、
飯
田
市

は
政
策
立
案
に
必
要
な
時
に

専
門
的
な
識
見
を
、こ
の「
知

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
得
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
大
学
機
能
の
ク
ラ
ウ
ド

化
」と
言
え
る
訳
で
す
。

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
は
飯
田
を

起
点
と
す
る
人
材
育
成
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
平
成
２３
年

１
月
の
全
体
会
で
発
足
し
ま

し
た
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
と

大
学
が
連
携
す
る
モ
デ
ル
と

し
て
、
既
に
全
国
的
な
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

１
月
２８
日
の
２
回
目
の
全

体
会
で
は
、
全
国
２０
大
学
程

度
の
大
学
か
ら
多
く
の
先
生

方
が
集
ま
り
、
飯
田
に
関
す

る
取
組
事
例
の
発
表
な
ど
を

通
し
て
様
々
な
議
論
が
展
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

リ
ニ
ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲

げ
る「
高
付
加
価
値
都
市
圏
」

に
繋
が
る
も
の
と
し
て
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

病
気
や
怪
我
で
、
そ
の
治
療

や
治
療
後
の
生
活
に
つ
い
て

様
々
な
不
安
を
感
じ
た
事
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

通
院
や
入
院
で
生
じ
た
医
療

費
の
心
配
、
家
族
の
悩
み
、
患

者
会
や
家
族
会
に
つ
い
て
知
り

た
い
、
病
気
に
つ
い
て
の
心
配
、

退
院
後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て

心
配
、
介
護
保
険
制
度
や
福
祉

制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
等
の

心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
病

院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
聞
き
な
れ
な
い
職
種
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
の
立

場
か
ら
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
抱
え
る
心
理
的
・
社
会
的
な

問
題
の
解
決
や
調
整
を
援
助

し
、
社
会
復
帰
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
い
た
だ
く
専
門
職
で

す
。院

内
の
職
員
と
の
連
携
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
他
の
医
療
機

関
や
公
的
機
関
等
と
も
連
携

し
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
が
不

安
な
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
が
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
主
な
仕
事
で
す
。

ま
た
、
疾
患
や
治
療
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
退
院
後
に
今
ま

で
と
同
様
に
生
活
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
、
退
院
後
に
は
介
護
保
険

制
度
を
利
用
し
て
生
活
を
し
た

い
、
以
前
か
ら
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
さ
れ
て
い
た
方
は
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
し
て
欲
し

い
と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
時
に
は
、
ご
本

人
や
ご
家
族
と
相
談
し
、
介
護

支
援
専
門
員
、
訪
問
看
護
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
介
護
、
福

祉
用
具
業
者
等
の
介
護
保
険
事

業
者
と
病
院
職
員
が
連
携
し
、

患
者
さ
ん
が
退
院
後
に
不
安
な

く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う

に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て
い

ま
す
。

公
的
制
度
の
利
用
に
関
し
て

は
、
細
か
な
決
ま
り
が
あ
っ
た

り
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
時
間
の
か
か
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
不
安
に
感
じ
る

事
が
あ
れ
ば
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
よ
っ
て
相
談
窓

口
の
名
称
が
違
っ
て
い
た
り
、

相
談
で
き
る
時
間
帯
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
か

か
り
に
な
っ
て
い
る
医
療
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地域医療部　医療福祉係

医療ソーシャルワーカー 吉田 政利

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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プロ野球選手

感
動
し
た
こ
と

先月の上村健司さん（鼎）からのリレー

お
か
じ
ま

く
に
お

岡
島
邦
夫
さ
ん
（
上
郷
）

くまがい

熊谷 聡心さん
（上村小６年）

僕の夢は、プロ野球選手になることです。

ぼくは、野球が好きで４年生から野球を

やり始めました。家ではひまな時や野球か

ら帰ってきた時には、弟とキャッチボール

をやったり素ぶりをしたりしています。

ぼくは、イチロー選手が好きなので

イチロー選手みたいになりたいです。そのためにがんばって

練習をやっていきたいです。

そうる

日本画の画聖菱田春草（１８７４－１９１１）

は、橋北地区の仲ノ町に生まれました。こ

の辺りは江戸時代、飯田藩士が居住する

侍屋敷でした。

橋北まちづくり委員会は、春草没後百

年を契機として、生誕地を記念公園とし

て整備したいとの思いから、春草ゆかりの

団体・個人の皆さんに参画いただき、「春

草誕生の地」整備を願う市民の会を立ち

上げ、公園用地の取得・整備に向けて募

金活動に取り組んでいます。

具体的には、横山大観が春草誕生の地

整備を祈念して揮毫した書「菱田春草誕

生之地」を原寸大で石碑とし、併せて、顕

彰碑およびブロンズ像を建立し、周辺に

は、作品に因んだ柏、杉、ヤツデ、南天など

を配置して、この地を訪れる内外の人々

が一時春草の偉業に触れ、偲ぶことができ

る公園として整備したいと考えています。

是非、多くの市民の皆様に、ご理解ご支

援を賜りますようお願いを申し上げます。

橋北まちづくり委員会

菱田春草誕生の地に
記念公園の整備を

橋北地区の人口　（平成２３年１０月現在）

男　１,４９３人／女　１,８８０人／合計　３,３７３人
世帯数　１,５４３戸　　高齢化率 ３７.９％

◆　募金に関する問い合わせ先　◆
飯田商工会議所内
「春草誕生の地」整備を願う市民の会事務局

　　 ０２６５－２４－１２３４

僕
が
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
仕
事
で
す
。

僕
の
仕
事
は
、
設
備
屋
で
す
。
僕
が
な
ぜ

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
言
う

と
、父
親
や
叔
父
さ
ん
や
従
兄
弟
の
兄
ち
ゃ

ん
も
や
っ
て
い
る
た
め
、よ
く
現
場
に
つ
い
て

行
っ
た
り
、仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て
こ

の
仕
事
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
ど
こ
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
か
と

言
う
と
、
夜
中
に
お
客
さ
ん
か
ら
ト
イ
レ
が

詰
ま
っ
た
と
か
水
が
漏
っ
た
と
電
話
が
き
て
、

修
理
に
行
き
直
っ
た
時
の
お
客
さ
ん
の
安
心

し
た
笑
顔
を
観
た
と
き
や
完
成
し
た
時
の
お

客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
た
時
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ

て
、喜
ば
れ
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

菱田春草生誕地（仲ノ町）
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市
道
２
︱
１
号
水
の
手
線

全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

　水
の
手
町
・
西
鼎
地
先
の
谷

川
に
架
か
る
城
下
橋
の
老
朽
化

に
伴
う
橋
梁
架
け
替
え
工
事
の

た
め
、
市
道
２
―
１
号
水
の
手

線
が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。　工

事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
案
内
看

板
お
よ
び
交
通
誘
導
員
の
指
示

に
よ
り
、
迂
回
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
行
止
め
区
間

　水
の
手
交
差
点
～
N
T
T
東

　日
本
飯
田
支
店
間

▼
通
行
止
め
期
間

　１
月
１０
日
㈫
～
２
月
２９
日
㈬

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な

　る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　土
木
課

　道
路
係

　内
線
２
７
２
１
・
２
７
２
２

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

お
正
月
特
別
相
談
会

　「
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
描
け
る
ま
ち
南
信
州
・
飯
田

に
住
も
う
」
結
い
タ
ー
ン
・
冬

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま

す
。　ご

本
人
や
ご
家
族
の
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
に
つ
い
て
、
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
　

　Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
飯

田
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方

▼
日
時

　１
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭

　午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
　

　市
役
所
３
階
会
議
室

▼
内
容

　就
職
・
転
職
、
住
居
探
し
な

ど
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る

情
報
の
提
供
お
よ
び
相
談

▼
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
室

　内
線
３
５
１
２

　就
職
活
動
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
模
擬
面
接
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　１
月
５
日
㈭

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

※
１
人
２０
分
の
個
人
面
接
で
す

▼
受
付
場
所

　市
役
所
３
階
結
い
タ
ー
ン
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

▼
定
員
　６
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
　事
前
に
電
話
で

　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　イ
ン
室

　内
線
３
５
１
２

ふ
る
さ
と

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　飯
田
下
伊
那
の
就
職
情
報
、

志
望
業
界
の
動
向
な
ど
が
分
か

り
ま
す
。

　地
元
有
力
企
業
約
４０
社
の
人

事
担
当
者
と
直
接
話
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　

　平
成
２５
年
３
月
新
卒
者
、
平

　成
２４
年
３
月
新
卒
者
、
ま
た

　は
既
卒
３
年
以
内
の
方

　（
大
学
、短
大
、専
修
学
校
等
）

▼
日
時
　２
月
１７
日
㈮

　午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

　シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
（
育
良
町
）

▼
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　イ
ン
室

　内
線
３
５
１
２

飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

　飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成
２５
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
込
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

▼
受
付
日
時
　１
月
２９
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
受
付
場
所

　飯
田
市
役
所
３
階
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　内
線
５
５
７
４

　㈶
飯
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　内
線
５
８
６
１

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
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保
育
所
・
鼎
幼
稚
園
の

書
類
調
査
と
児
童
面
接

　４
月
１
日
か
ら
市
内
の
各
保

育
所
お
よ
び
鼎
幼
稚
園
に
、
新

た
に
入
所
希
望
の
方
で
、
保
育

所
入
所
申
込
書
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
期
間
内
に
書
類
調
査
と

児
童
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　児
童
面
接
が
あ
る
場
合
に
は
、

必
ず
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
同
じ
保
育
所
な
ど
に

引
き
続
き
入
所
す
る
場
合
に
は

調
査
や
面
接
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　ま
た
日
程
の
都
合
が
つ
か
な

い
方
は
、
希
望
す
る
保
育
所
な

ど
に
連
絡
し
、
１
月
３１
日
ま
で

に
り
ん
ご
庁
舎
内
子
育
て
支
援

課
で
書
類
調
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
期
間

　１
月
１６
日
㈪
～
２３
日
㈪

▼
場
所

　入
所
を
希
望
す
る
市
内
各
保

　育
所
・
鼎
幼
稚
園

▼
持
ち
物

　印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　保
育
係

　内
線
５
３
４
４

書
き
損
じ
は
が
き

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
寺
子
屋
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
書
き
損

じ
は
が
き
を
集
め
、
発
展
途
上

国
の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
へ
の
教
育
支
援
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

　カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
１
枚
の

は
が
き
が
、
ノ
ー
ト
１
冊
と
鉛

筆
１
本
に
な
り
ま
す
。
１
枚
で

も
結
構
で
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
様
々

な
事
情
か
ら
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
が
１
億
人
、
そ
し

て
学
校
に
行
け
な
い
ま
ま
大

人
に
な
り
、
文
字
の
読
み
書

き
が
で
き
な
い
人
が
８
億
人

も
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　３
月
３０
日
㈮
ま
で

▼
受
付
方
法

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、

市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
図
書
館
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。
市
内
の
各
小
・
中
学

校
で
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
３
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り
ん
ご
並
木
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
﹁
並
木
の
円
卓
﹂

　「
り
ん
ご
並
木
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
平
成
２０

年
４
月
、
り
ん
ご
並
木
に
関
わ

る
各
種
団
体
、
個
人
、
行
政
な

ど
が
し
な
や
か
に
連
携
協
力
し

あ
う
仕
組
み
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

　り
ん
ご
並
木
ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
６
回
に
わ

た
り
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
、
エ

コ
ハ
ウ
ス
の
円
卓
を
囲
ん
で
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
、
気
軽
に
語
り
合
う

「
り
ん
ご
並
木
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
内
容
　下
表

▼
会
費
　各
回
５
０
０
円

　（
ド
リ
ン
ク
代
）

▼
申
込
方
法

　事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み

　り
ん
ご
並
木
の
エ
コ
ハ
ウ
ス

０
５
０（
３
５
８
３
）１
５
８
３

※
受
付
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ

　商
業
・
市
街
地
活
性
課

　内
線
４
８
７
０
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ききづらい耳、聞き取りにくいご家族でお悩みの方お気軽にご相談下さい。

信濃補聴器センター
身体障害者福祉法補聴器委託契約店   　医療機器販売及び賃貸管理者

アドレスは http://www.mtha-group.comホームページ「北陸補聴器」と漢字で検索！！
（０２６５）５２-３７８８飯田市扇町２８（市役所前） ●日・祝・第４土曜定休 駐車場完備

北陸補聴器
株式会社
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口
蹄
疫
の

防
疫
対
策
研
修
会

▼
日
時
　１
月
２５
日
㈬

　午
後
２
時
～
４
時

　（
午
後
１
時
３０
分
受
付
開
始
）

▼
講
師
　橋
田
和
実
さ
ん

　（
宮
崎
県
西
都
市
長
）

▼
演
題

　「
宮
崎
県
西
都
市
に

　お
け
る
防
疫
活
動
の
教
訓
か

　ら
」
～
宮
崎
県
西
都
市
長
の

　経
験
談
と
今
後
の
防
疫
対
策

　の
提
言
～

▼
場
所
　飯
田
人
形
劇
場

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１
月
１７
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
家
畜
保
険
衛
生
所

０
２
６
５（
５
３
）０
４
３
９

０
２
６
５（
５
３
）０
４
１
１

普
通
救
命
講
習
会
と

防
火
講
話

　応
急
手
当
の
基
礎
知
識
・
人

工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
、
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
救
命
の
た
め
の

応
急
手
当
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象
　中
学
生
以
上

▼
日
時
　２
月
１２
日
㈰

　

　午
後
１
時
～
４
時
３０
分

▼
場
所
　

　鼎
公
民
館
４
階
大
会
議
室

▼
内
容

○
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

　り
扱
い
、
止
血
法
、
異
物
除

　去
な
ど

○
防
火
講
話
（
住
宅
火
災
警
報

　器
、
消
火
器
の
説
明
）

※
参
加
者
に
は
普
通
救
命
講
習

　修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
定
員
　２０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
込
方
法
　

　最
寄
り
の
消
防
署
へ
電
話
で

　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　１
月
１０
日
㈫
～
２
月
３
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　伊
賀
良
消
防
署

　救
急
係

０
２
６
５（
２
５
）０
１
１
９



２０１２.１.１［広報いいだ］21



［広報いいだ］２０１２.１.１22



２０１２.１.１［広報いいだ］23

飯
田
市
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
将
来
の

夢
や
希
望
に
向
け
て
「
学
ぶ
目

的
」
や
「
働
く
意
味
」
を
考
え
、

「
自
分
の
生
き
方
」
を
探
す
た

め
の
教
育
で
す
。

　市
内
の
小
中
学
校
で
展
開
さ

れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
と
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

▼
日
時

　１
月
２１
日
㈯

　午
後
１
時
２０
分
～
４
時
３０
分

▼
場
所
　飯
田
人
形
劇
場

▼
活
動
発
表

・
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

　活
動
発
表
「
職
場
体
験
学
習

　で
学
ん
だ
こ
と
」

・
浜
井
場
小
学
校
５
年
「
ふ
る

　さ
と
生
活
体
験
Ｉ
Ｎ
遠
山
郷
」

　の
発
表

・
「
わ
が
家
の
結
い
タ
イ
ム
三

　行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作

　品
の
発
表

・
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
作
文
コ
ン

　ク
ー
ル
」
優
秀
作
品
の
発
表

▼
講
演
会

○
演
題

　「
与
え
る
者
は
与
え
ら
れ
る
」

○
講
師

　比
田
井
和
孝
さ
ん

　（
上
田
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　副
校
長
）

※
こ
の
講
演
会
は
「
み
ん
な
で

　子
育
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」

　の
第
６
回
目
と
兼
ね
て
開
催

　し
ま
す
。

▼
定
員
　２
０
０
人

▼
申
し
込
み

　事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

　メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。

※
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　申
し
込
み
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
３

０
２
６
５（
２
２
）７
９
６
９

shougai@
city.iida.nagano.jp

h
ttp
://ch
iik
u
ry
o
k
u
.n
et
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美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

　美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

　２４
年
度
に
使
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
抽
選
会
を
行
い
ま
す
の

で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
条
件

　次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
番
組

公
開
生
放
送
ｉ
ｎ
松
尾

　Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
番
組
の
公
開

生
放
送
が
松
尾
公
民
館
文
化
祭

会
場
か
ら
中
継
さ
れ
ま
す
。

　ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
日
時
　

　２
月
４
日
㈯

　午
後
１
時
～
２
時
５５
分

▼
内
容

　パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
故
立
川

　談
志
の
弟
子
で
佐
久
市
コ
ス

　モ
ホ
ー
ル
館
長
の
立
川
談
慶

　さ
ん
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ

　ー
の

山
美
那
子
さ
ん
、
官

　琳
さ
ん
が
来
ま
す
。

▼
場
所
　松
尾
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　松
尾
公
民
館

０
２
６
５（
２
２
）０
０
９
１

　こ
と
が
必
要
で
す
。

○
飯
田
、
下
伊
那
に
住
所
が
あ

る
個
人
ま
た
は
団
体

○
自
然
、
人
文
、
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
の
発
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と

▼
抽
選
日
時
　２
月
５
日
㈰

　午
前
１０
時
～

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室

※
美
術
博
物
館
は
改
修
工
事
の

　た
め
休
館
中
で
す
の
で
、
会

　場
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

　ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

先
進
都
市
ま
ち
づ
く
り

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　地
元
高
校
生
が
、
多
様
化
す

る
国
際
社
会
で
地
域
経
営
の
事

例
や
手
法
を
学
ん
で
理
解
を
深

め
、
自
身
や
地
域
の
将
来
に
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
、
先
進
都

市
ま
ち
づ
く
り
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　本
事
業
で
は
、
参
加
者
に
対

し
て
視
察
研
修
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
　飯
田
市
在
住
の
高
校

　生
、
飯
田
市
内
の
高
校
に
在

　学
す
る
高
校
生

▼
実
施
期
間

　３
月
２４
日
㈯
～
２８
日
㈬

　（
４
泊
５
日
）

▼
視
察
先

　中
国
（
上
海
、
西
安
等
）

▼
申
込
方
法

　住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

　性
別
・
在
籍
高
校
・
学
年
・

　電
話
番
号
、
お
よ
び
本
視
察

　研
修
で
学
び
た
い
こ
と
を
、

　８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字

　以
内
に
ま
と
め
て
、
企
画
課

　ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　（
様
式
自
由
）

▼
申
込
締
切

　１
月
１８
日
㈬
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　企
画
課

　企
画
調
整
係

　内
線
２
２
２
２

だ
ん  

け
い

う
し 

や
ま

か
ん

り
ん
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環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

　ご
み
の
削
減
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
自
然
保
護
、
景
観
、

公
害
対
策
な
ど
、
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
様
々
な
場
に
お
い
て
講

師
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
飯
田
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
区

　域
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上

　の
方

○
環
境
に
関
す
る
専
門
的
な
知

　識
ま
た
は
技
術
を
持
ち
、
そ

　の
説
明
ま
た
は
指
導
が
で
き

　る
方

○
飯
田
市
の
環
境
施
策
に
つ
い

　て
理
解
が
あ
る
方

○
健
康
で
活
動
が
で
き
る
方

▼
募
集
人
数
　１０
人
前
後

▼
登
録
期
間
　２
年
間

放
送
大
学

１
学
期
入
学
生
の
募
集

　放
送
大
学
で
は
、
４
月
か
ら

の
１
学
期
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学

で
す
。
大
学
や
大
学
院
の
科
目

を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
や
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。
入
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
資
料
を
請
求
の
う
え
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
限
　２
月
２９
日
㈬

▼
教
養
学
部
の
紹
介

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
１５
歳
以
上
の
方
は
選
科
履
修

　生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入

　学
で
き
、
約
３
０
０
科
目
の

　中
か
ら
好
き
な
科
目
を
学
べ

　ま
す
。

○
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

　を
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も

　全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

　き
、
卒
業
す
る
と
学
士
（
教

　養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
ま

　す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に

　学
ん
だ
こ
と
が
認
証
さ
れ
る

　「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　で
は
、
心
理
学
基
礎
や
健
康

　福
祉
指
導
、
福
祉
コ
ー
デ
ィ

　ネ
ー
タ
な
ど
全
２３
の
プ
ラ
ン

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
大
学
院
の
紹
介

　１８
歳
以
上
の
方
は
、
修
士
選

　科
生
・
修
士
科
目
生
と
し
て

　入
学
で
き
、
約
７０
科
目
の
中

　か
ら
好
き
な
科
目
を
学
べ
ま

　す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ

　ー
０
２
６
６（
５
８
）２
３
３
２

０
２
６
６（
５
７
）１
１
３
５

h
ttp
://w
w
w
.o
u
j.a
c.jp

　（
平
成
２６
年
３
月
ま
で
）

▼
応
募
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　い
。
作
文
そ
の
他
必
要
な
書

　面
を
送
付
し
ま
す
。

▼
登
録
の
決
定

　書
面
審
査
の
上
、
面
接
を
実

　施
し
て
決
定
し
ま
す

▼
募
集
期
間

　１
月
１６
日
㈪
～
２
月
３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
保
全
係

　内
線
５
２
４
８
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上
郷
考
古
博
物
館

信
濃
の
歴
史
講
座

　長
野
県
立
歴
史
館
と
飯
田
市

美
術
博
物
館
と
の
共
催
で
、
南

信
州
を
は
じ
め
信
濃
の
歴
史
・

文
化
を
学
ぶ
講
座
を
３
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
き
ま
す
。

　第
１
回
は
原
始
・
古
代
を
対

象
と
し
て
墓
制
や
死
生
観
、
第

２
回
は
中
世
を
対
象
と
し
て
経

塚
や
人
び
と
の
暮
ら
し
、
第
３

回
は
近
世
を
対
象
と
し
て
松
本

城
や
大
名
家
の
能
楽
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
第
１
回

○
日
時

　１
月
１５
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～

○
内
容

　

・
弥
生
時
代
の
墓
制
―
伊
那
谷

　を
中
心
に
―

・
文
字
資
料
か
ら
み
る
古
代
の

　墓
制

○
講
師

　

　傳
田
伊
史
さ
ん

　（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　山
下
誠
一

　（
上
郷
考
古
博
物
館
）

▼
第
２
回

○
日
時

　１
月
２９
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～

○
内
容

　

・
南
信
州
の
経
塚

・
発
掘
か
ら
み
た
中
世
の
人
び

　と
―
鍋
・
釜
・
銭
そ
し
て
―

○
講
師

　

　原
明
芳
さ
ん

　（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　岡
田
正
彦

　（
上
郷
考
古
博
物
館
）

▼
第
３
回

○
日
時

　２
月
１２
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～

○
内
容

・
松
本
城
―
最
古
の
天
守
閣
は

　ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
か
―

・
近
世
大
名
と
能
―
岡
山
県
池

　田
家
と
飯
田
藩
堀
家
の
能
楽

　史
料
を
ふ
ま
え
て
―

○
講
師

　白
沢
勝
彦
さ
ん

　（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　西
脇
藍

　（
飯
田
市
美
術
博
物
館
）

▼
会
場

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
聴
講
料
　

　無
料

▼
問
い
合
わ
せ

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

で
ん

だ

い

ふ
み
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桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
環
境
学
習
講
座

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
、
環
境
学
習
講
座
を
毎
月

開
い
て
い
ま
す
。

　１
月
の
講
座
の
ご
案
内
を
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
兼

ね
て
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ
１

　経
済
的
に
も
お
得
な
買
い
物

　か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
を

○
日
時

　１
月
２１
日
㈯

　

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
講
師

　今
村
良
子
さ
ん
（
長
野
県
環 

　境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
テ
ー
マ
２

　家
庭
の
省
エ
ネ
、
エ
コ
と
く

　講
習
会
～
Ｅ
Ｃ
Ｏ
し
て
得
す

　る
新
し
い
省
エ
ネ
術
～

○
日
時

　１
月
２９
日
㈰

　

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

○
講
師

　笹
尾
彰
治
さ
ん

　（
長
野
県
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ

　ザ
ー
）

※
３
カ
月
程
度
の
電
気
・
水
道

　・
ガ
ス
の
領
収
書
を
用
意
で

　き
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　会
議
室
（
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ

　ン
タ
ー
隣
接
）

　
　
　
　
　

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　南
信
州
広
域
連
合

　桐
林
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
６
）１
０
５
０

０
２
６
５（
２
６
）１
０
５
１

シ
ル
バ
ー
ブ
ロ
グ
教
室

　高
齢
者
向
け
に
ブ
ロ
グ
の
基

礎
を
学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
１
回
２
日
間
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　ブ
ロ
グ
を
運
営
し
、
日
々
の

豊
か
な
生
活
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象

　市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以

　上
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
で
文
字

　を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
方

▼
日
時

○
第
１
回

　

　１
月
１８
日
㈬
・
１９
日
㈭

○
第
２
回

　１
月
２５
日
㈬
・
２６
日
㈭

○
第
３
回

　２
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所
　飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ

　Ｃ
Ｔ
カ
レ
ッ
ジ
（
松
尾
明
）

▼
内
容

　ブ
ロ
グ
の
基
礎
知
識
、
記
事

　の
作
成
、
運
営
上
の
マ
ナ
ー

▼
定
員
　

　１
回
８
人

▼
受
講
料

　２
０
０
０
円

▼
申
し
込
み

　飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ

　レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
基
幹
包
括
支
援
セ
ン

　タ
ー０

２
６
５（
５
６
）１
５
８
７

狩
猟
・
ク
レ
ー
射
撃

疑
似
体
験
講
座

　シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
山
里
の

周
辺
で
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　飯
田
市
連
合
猟
友
会
で
は
農

林
業
被
害
や
狩
猟
に
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
被
害
に
困
っ
て
い

る
方
、
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
を

対
象
に
狩
猟
・
ク
レ
ー
射
撃
の

疑
似
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

　１
月
２１
日
㈯

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所
　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

　３
階
学
習
室

▼
内
容

○
く
く
り
わ
な
、
模
擬
銃
の
実

　技
講
習

ジ
ビ
エ
料
理
講
習
会

　増
え
す
ぎ
た
シ
カ
な
ど
鳥
獣

に
よ
る
被
害
が
深
刻
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　飯
田
市
連
合
猟
友
会
で
は
被

害
を
防
ぐ
た
め
捕
獲
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
捕
獲
さ
れ
た
獣

肉
の
利
用
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　そ
こ
で
美
味
し
く
食
べ
る
ジ

ビ
エ
（
野
生
鳥
獣
の
肉
）
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

　１
月
２１
日
㈯

　午
前
１１
時
３０
分
～
午
後
２
時

▼
場
所
　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

　４
階
調
理
実
習
室

▼
募
集
人
員
　２０
人

　
　
　

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
込
期
限
　１
月
１６
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　林
務
課

　内
線
４
８
６
２

○
ク
レ
ー
射
撃
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

　ョ
ン
装
置
に
よ
る
疑
似
体
験

　講
習

▼
募
集
人
員
　３０
人

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
込
締
切
　１
月
１６
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　林
務
課

　内
線
４
８
６
２
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

そ
ば
打
ち
体
験
講
座

　そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し
て
、
打

ち
た
て
の
お
い
し
い
そ
ば
を
食

べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

　視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
声
で
情
報
を
お
届
け
す
る
た

め
の
、「
朗
読
技
術
」
を
基
礎
か

ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　に
関
心
の
あ
る
方

▼
日
時
（
期
間
）
　

　２
月
９
日
㈭
～
３
月
８
日
㈭

　毎
週
木
曜
日

▼
場
所
　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　３
階
第
１
・
２
講
習
室

▼
参
加
費
　無
料

▼
定
員
　２０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　

　２
月
２
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

　ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

▼
対
象
　

　市
内
に
お
住
ま
い
か
市
内
に

　ご
勤
務
す
る
３５
歳
ま
で
の
方

▼
日
時
　２
月
２３
日
㈭

　午
後
７
時
～
９
時
３０
分

▼
場
所
　

　青
少
年
ホ
ー
ム
料
理
教
室

▼
講
師
　吉
津
英
男
さ
ん

▼
受
講
料
　１
５
０
０
円

▼
定
員
　２０
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
方
法

　ホ
ー
ム
窓
口
へ
受
講
料
を
添

　え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
間

　１
月
１６
日
㈪
～
２
月
１７
日
㈮

　午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
日
曜
、
祝
日
は
午
後
４
時
ま

　で
の
受
け
付
け

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

実践！女性客がどんどん集まる店舗集客アップ講座
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長
野
県
行
政
書
士
会

無
料
電
話
相
談
会

▼
日
時

　１
月
１８
日
㈬

　午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

▼
相
談
内
容

　各
種
許
認
可
申
請
手
続
、
相

　続
・
遺
言
の
手
続
、
各
種
契

　約
書
、
権
利
義
務
関
係
な
ど

　の
手
続
、
成
年
後
見
な
ど
日

　常
生
活
に
お
け
る
諸
手
続

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
行
政
書
士
会

０
２
６（
２
２
４
）１
３
０
０

無
料
登
記
法
律
相
談

　司
法
書
士
会
飯
田
支
部
と
土

地
家
屋
調
査
士
会
飯
田
支
部
に

よ
る
無
料
登
記
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
不
動
産
や
会
社

の
登
記
、
財
産
管
理
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　

　１
月
２１
日
㈯

　午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
　り
ん
ご
庁
舎
３
階

▼
問
い
合
わ
せ

　司
法
書
士
会
飯
田
支
部

０
２
６
５（
５
３
）３
０
６
８

成
年
後
見
制
度

無
料
相
談
会

　成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断

す
る
能
力
が
十
分
で
な
い
方

（
本
人
）に
援
助
者
を
選
び
、
本

人
の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　今
回
、
成
年
後
見
制
度
の
説

明
を
は
じ
め
、
制
度
利
用
に
必

要
な
費
用
や
手
続
き
に
関
す
る

情
報
の
提
供
、
制
度
利
用
に
か

か
わ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　相
談
は
「
み
な
み
信
州
後
見

支
援
ネ
ッ
ト
に
所
属
す
る
法
律

の
専
門
家
、
福
祉
の
専
門
家
が

対
応
し
ま
す
。

▼
日
時
　１
月
２０
日
㈮

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

　（
午
後
３
時
受
付
終
了
）

▼
場
所
　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２

　階
相
談
室
（
東
栄
町
）

▼
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課
基
幹
包
括
支
援

　セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝104,745人（前月比－6）男50,152人／女54,593人  ■世帯＝38,112戸（前月比＋3）
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